
   

 

２年前、新聞
しんぶん

に載って
の   

いた、５年生の作文
さくぶん

を紹介
しょうかい

します。 

 

ぼくは、「大人
お と な

ってずるい」とよく言って
い   

いました。なぜな

ら、親
おや

はよふかしをしているのに、ぼくがテレビを見て
み  

いる

と、「もう子供
こ ど も

がテレビを見る
み  

時間
じ か ん

ではありません。早く
はや  

寝な
ね  

さい」といわれてしまいます。 

だからぼくは、父
ちち

は夜
よる

遅く
おそ  

までテレビ
 

を見て
み  

いるなんて、

ずるいと思って
おも    

いました。だけど、年
とし

を重ねて
かさ    

高学年
こうがくねん

になる

と、やっと父
ちち

の気持ち
き も  

が分かった
わ    

ような気
き

がしました。父
ちち

は、

いつも自分
じ ぶ ん

たちのために遅く
おそ  

まで働いて
はたら    

忙しい
いそが    

から、少し
すこ  

はゆっくりする自分
じ ぶ ん

の休
きゅう

けい時間
じ か ん

がほしかったのだと思い
おも  

ました。 

ぼくは、最初
さいしょ

は父
ちち

はずるいと思って
おも    

いたけど、今
いま

は、この

時間
じ か ん

がぼくたちを養う
やしな  

ために必要
ひつよう

な時間
じ か ん

なんだと分かる
わ   

よ

うになりました。 

 

親
おや

の気持ち
き も  

が分かる
わ   

ということは、これ書いた
か   

５年生の子
こ

は、とても成長
せいちょう

したんですね。        村越 新 

     きゅうけい    


